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【学位論文審査結果の要旨】 

 

当学位論文審査委員会は、標記の博士論文申請論文を詳細に査読し、また論文発表会

を平成３０年２月１６日に公開で開催し、詳細な質疑を行って論文を審査した。 

 当博士学位申請論文は、２次元 SPR による細胞内反応の非破壊・非標識モニタリン

グ法が、これまで報告されている細胞膜への PKC のトランスロケーション以外に、種々

のキナーゼの細胞膜近傍における集合やベシクル小胞の細胞膜へのトランスロケーシ

ョンのリアルタイムモニタリングにも適用できることを明らかにし、その応用性を広げ

た点、さらに、細胞膜受容体に対するリガンド及びリガンドアナログの相互作用の違い

の検討にも有用であることを示した点で高い新規性を有する。また、その成果の一部は

すでに国際的学術誌に１報掲載されており、博士の分野別学位取得基準を満たしている。

公聴会での質疑応答からも申請者が博士に値する専門分野の十分な学術的知識と考

察・説明力を有することが認められた。 

よって、当博士論文審査委員会は、当博士学位申請論文が博士の学位を授与するに値

するものと認め、合格と判断した。 

 


